
公益事業１．柔道整復師の医療保険受領委任制度の推進に関する事業 

 

受領委任制度の適正かつ円滑な運営を目的として、当事者である会員と保険者双方の総合窓口機能を

担って関係行政機関との連携のもとに、以下の一連の業務を行っている。 

また、以下の一連の業務を行うために、広く柔道整復師の療養費に関わる情報の収集をして、保険講習

会および保険説明会において奈良県内の柔道整復師に情報の提供をすること、また保険者及び関係行

政機関等との間で行われる受領委任制度の適正かつ円滑な運営を行うための保険取扱連絡協議会等

における協議課題について調査研究をするために、公益社団法人日本柔道整復師会および各都道府

県の公益社団法人及び一般社団法人である柔道整復師会、その他の療養費を取り扱う団体において開

催される、保険講習会、説明会等へ参加する。 

 

１．柔道整復師の医療保険受領委任制度の推進に関する事業 

（１）療養費に関わる事 

ア．登録改廃手続 

入退会者等について奈良県及び近畿厚生局への登録並びに改廃手続の事務を行う。 

イ．療養費申請書の一括申請及び支給 

療養費の支給基準に基づいて、会員から提出される療養費申請書を点検整備した後、各保険

者へまとめて提出する。 

ウ．審査（公的審査委員会協力及び内部審査）及び指導 

労災保険・国民健康保険（国保）・全国健康保険協会管掌保険（協会けんぽ）の各種保険者の

公的審査委員会へ審査委員を推薦する。 

また、保険部（国保、協会けんぽ、健康保険組合保険、共済組合保険、労働災害（通勤災害）保

険）の内部審査機関を設けて、療養費申請書の点検整備の段階で検出された事項の「療養費

の支給基準」への該当性等について、内部審査を実施するとともに会員に対し適正な保険請求

のための指導を行う。 

 

   令和６年度では、次のとおり実施した。 

     労災審査会           ４/１、５/１６、６/１７、７/１８、８/１９、９/１３、１０/１７、１１/１４、 

                        １２/１０、１/１６、２/１４、３/１４ 

     国保審査会         ４/１７、５/２１、６/１９、７/１９、８/２０、９/１８、１０/１８、１１/１９、 

                １２/１６、１/２１、２/１７、３/１９ 

     協会けんぽ審査会      ４/２０、５/１８、６/１５、７/２０、８/２４、９/２１、１０/１９、１１/１６、 

                １２/２１、１/１８、２/１５、３/２２ 

     療養費自主審査委員会   ４/1３、５/１１、６/１５、７/１３、８/１０、９/１４、１０/１２、１１/１６、 

                １２/１４、１/１１、２/１５、３/１５ 



 

（２）保険講習会等の開催 

県内に在住・在勤する全柔道整復師を対象に、県民医療に不可欠な受領委任制度の適正かつ円

滑な運営を図るため保険講習会を、また受領委任制度の趣旨徹底を目的として保険説明会を開催

するとともに新入会員を対象として、保険指導会を毎月１回、会館において開催している。また、保険

相談会（個別相談会）を開催している。 

   ア．保険講習会（保険の取り扱い等の講座） 

   イ．保険説明会（制度に変更があった時、等の説明） 

   ウ．新入会員を対象とした指導会 

   エ．保険相談会 

 

  令和６年度では、次のとおり実施した。 

 

保険講習会（保険の取り扱い等の講座） 

   令和６年１１月２日（土）午後３時から、公益社団法人奈良県柔道整復師会会館にて保険講習会を 

開催した。 

会場参加とWEB配信によるリモートでのハイブリッド形式で執り行った。 

奈良県福祉医療部 医療・介護保険局 医療保険課 指導・国保運営係、奈良労働局労働基準部 

労災補償課から講師を招き、「療養費の受領委任の取扱いについて」、「労働保険・労災保険につ 

いて」の内容で講習を行った。 

奈良県内の柔道整復師すべての施術管理者を対象に案内し、事前に資料をデータ送付した。 

   （一部会場受講者は当日配布） 

 

   保険説明会（制度に変更があった時、等の説明） 

   令和６年７月６日（土）午後３時から、公益社団法人奈良県柔道整復師会会館にて本会会員を対象 

とした保険説明会を開催した。 

会場参加とWEB配信によるリモートでのハイブリッド形式で執り行った。 

「料金改定（令和６年６月１日施行）」、「明細書発行義務化（令和６年１０月１日施行）」、「患者ごとに 

償還払いに変更できる事例の追加」、「疑義解釈」、「福祉医療助成制度における現物給付対象年 

齢拡大の実施」等についての説明を行った。 

 

   新入会員を対象とした指導会 

   ４/1３、５/１１、６/１５、７/１３、８/１０、９/１４、１０/１２、１１/１６、１２/１４、１/１１、２/１５、３/１５ 

 

   保険相談会 

   ４/1３、５/１１、６/１５、７/１３、８/１０、９/１４、１０/１２、１１/１６、１２/１４、１/１１、２/１５、３/１５ 



 

 （３）保険取扱連絡協議会の開催・参加 

 

奈良県知事及び近畿厚生局長との三者間で締結している協定に基づいて、保険者及び関係行政

機関等との連携を密にし、受領委任制度の適正かつ円滑な運営を組織的に支援し被保険者の保護

を図り、県民の公衆衛生の向上に資するために、保険取扱連絡協議会の開催および参加をしてい

る。 

 ア．健保組合連合会奈良連合会と保険取扱連絡協議会 

 イ．全国健康保険協会管掌保険（協会けんぽ）奈良支部との連絡協議会 

 ウ．国保連との連絡協議会 

 エ．労災保険取扱に関する協議会 

 オ．自賠責取扱いに係る損保会社との協議会 

 

  令和６年度では、次のとおり実施した。 

   健康保険組合連合会奈良連合会と保険取扱連絡協議会 

    令和７年３月１２日（水） 奈良 春日ホテルにて、最近の保険事情について、療養費の取扱いにつ 

    いて等の協議を、健康保険組合連合会奈良連合会から５名、本会から理事４名の出席者で開催し 

た。 

 

   全国健康保険協会管掌保険（協会けんぽ）奈良支部との連絡協議会 

     療養費審査委員会において随時行った。 

 

   国保連との連絡協議会 

     国保審査会において随時行った。 

 

  労災保険取扱に関する協議会 

     労災審査会において随時行った。 

 

   自賠責取扱いに係る損保会社との協議会 

    本年度は開催しなかった。 

 

 

 

 

 

 



 

公益事業２．柔道整復学及び柔道整復術の向上発展と柔道整復師の資質の向上に関する事業 

 

科学、医学の進歩に伴った最新の知識・技術の研鑽や調査研究を推進するとともに、これらの成果の普

及を図って、柔道整復師の資質の向上により、より質の高い施術を県民に提供することを目的とするととも

に、柔道整復学及び柔道整復術の発展に努めており、県民医療の維持向上に貢献する。 

 

１．柔道整復学及び柔道整復術の向上発展に関する事業 

（１）研修事業 

柔道整復師の資質の向上を図るため、施術に必要な医学に関する知識、施術に関する新しい基礎

理論と応用の技術などについての講義、実習等の研修事業を行っている。 

ア．学術講演会及び学術研修会 

イ．学術研究会 

 

  令和６年度は、次のとおり実施した。 

 

  令和６年５月２５日  学術研究会を開催した。 

  令和６年９月２８日  保険学術研究会を開催した。 

令和６年１０月２７日 近畿学術大会和歌山大会をハイブリット形式で開催した。 

  令和７年２月２日   第４７回定例学術講演会をハイブリット形式で開催した。 

 

（２）柔道整復に関する調査研究事業 

柔道整復師の資質や知識・技術の向上、更には県民への保健医療福祉サービスの充実を図り、日

本の伝統医療である柔道整復学及び柔道整復術等の調査研究を行うために、公益社団法人日本

柔道整復師会および各都道府県の公益社団法人及び一般社団法人である柔道整復師会、その他

の学会及び学術団体にて開催される、学会、学術講演会・研修会等へ参加する。 

 

  令和６年度は、次のとおり実施、中止した。 

  令和６年１１月３０日、令和６年１２月１日、接骨医学会への参加を見送った。 

 

 

２．柔道整復師の資質の向上に関する事業 

（１）生涯学習に関する事業 

ア．公的学習集会や私的学習集会開催に関して、ホームページに掲載して開催を周知し、広く 

参加者を募る。 

イ．学術誌や広報誌への投稿に際し、原稿作成等の協力・助言をする。 



 

ウ．その他、柔道整復師の資質の向上に関する講習会、研修会の開催をする。 

また、必要に応じて一般公開をする。 

 

   令和６年度は、次のとおり実施した。 

    生涯学習に関する事業として、第４７回近畿学術大会和歌山大会のハイブリット開催、 

第４７回定例学術講演会のハイブリット開催案内、学術研究会等をホームページ及び Facebook 

に掲載した。 

 

（２）介護予防機能訓練指導員講習会 

「介護予防・機能訓練指導員認定柔道整復師」の認定を受ける柔道整復師のために「機能訓練指導

員認定講習会」を当会主催にて開催、または県外で開催される講習会の案内をして受講者の支援を

する。 

また、「介護予防・機能訓練指導員認定柔道整復師」の認定については、有効期間 3年の更新制と

されており、更新認定のための「介護予防フォローアップ講習会」についても、当会主催にて開催し

ている。 

 

３．普及啓発に関する事業 

（１）広報誌及び電子媒体等による普及啓発事業 

ア．広報誌（まほろば通信）の発行 

受領委任制度や療養費制度をはじめ、柔道整復師に関する専門的情報及び各種研修会の開催

要領を提供するため、広報誌を発行する。 

広報誌は会員に配布するほか、県内行政機関及び保険者等に無料で配布している。 

なお、広報誌の内容を広く公開するため、実施された事業の内容の一部をホームページのトピック

ス等において公開する。 

イ．ホームページの運営（維持管理） 

広く県民が身近な施術所の検索を行えるなど多くの有用な情報を迅速に提供するほか、会員や関

係機関への専門情報の提供、会員及び一般の方からの定例学術大会や保険講習会の申込み、

会員等との情報交換を行うため、当会ホームページを運営している。 

（２）その他の普及啓発事業 

ア．市町村等公的団体から依頼のある各種行事やイベント（健康まつり等）に会員を派遣し、 

柔道整復に関する普及啓発を行っている。 

イ．市民公開講座を開催し、広く県民への普及啓発を行う。 

 

  令和６年度では、次のとおり実施した。 

  （１） ア.  広報誌「まほろば通信」第２３号発行（令和６年４月１日発刊）  



 

         令和５年度より、まほろば通信を紙面からデジタル化に移行し、本会ホームページにて 

まほろば通信を掲載した。 

 

     イ.  本会行事のマスコミ等への取材依頼 

           ホームページ及びフェイスブックの本会ページの運営（維持管理） 

 

公益事業３．県民の保健福祉の推進に関する事業と県民の体位向上の啓発指導に資する事業 

 

骨折、脱臼、捻挫、打撲、挫傷（筋、腱の損傷）などの処置や運動機能を熟知した専門家集団として、自

治体等に協力し、高齢者の介護予防事業や柔道を通しての健康づくり、地域の救護活動など、県民の健

康の維持増進のため、以下のような事業を実施し、貢献している。 

 

１．県民の保健福祉の推進に関する事業 

（１）救護班派遣事業 

奈良県中学校体育連盟及び奈良県高等学校体育連盟、奈良県柔道連盟、奈良県柔道場協会等主

催の柔道大会や奈良マラソンをはじめ、自治体等が主催する各種スポーツ大会などに会員を救護

員として派遣している。 

（２）地域活動支援事業 

県内市町村、ＮＰＯ法人、その他団体が主催するイベント（健康をテーマにしたもの等）へ参加して、

体操指導や健康相談などの協力をする。また、地域住民へのＡＥＤ講習なども行っている。 

（３）介護予防機能訓練（介護予防事業等への支援） 

柔道整復師は、介護予防事業の指導者である「介護予防・機能訓練指導員」として厚生労働省から

認められていることから、高齢者の福祉の増進を目的として、市町村からの委託（有料）又は協力依

頼（無料）を受け、「介護予防事業」及び「高齢社会対策市町村包括補助事業（転倒予防教室や筋

力向上のための運動教室、住民への介護予防普及啓発のためのシンポジウム、その他介護予防の

新たな取組）」を実施する。 

（４）県民相談事業 

県民の健康管理や救急外傷に対応するため、療養費制度や施術所の案内、ケガ（負傷）や痛みの

受療等各種相談に応じている。相談窓口は主に事務局で行っており、主に理事が対応している。相

談は無料である。 

 

  令和 6年度は以下の通り、実施した。 

 

   救護派遣事業として 

    柔道大会救護（天理高等学校第 2道場及びロート奈良第二武道場等 １名派遣） 



 

     ４/２８ ５/１９ ６/２ ７/１４ ９/８ ９/２９ １０/６ １０/１３ １０/２７ １１/２ １１/３ １１/４ １１/２４

１/２８ ２/２ ２/９ ２/２３ 

 

    奈良マラソン２０２４ 

     １２/８ 

 

   地域活動事業として 

    奈良県防災訓練  

    １０/２０ 都祁交流センター 

 

    介護予防訓練（介護予防事業への支援） 

介護予防訓練教室 （斑鳩町いきいきプラザ ３名派遣）月/４回（水曜又は火曜日） 

本会から機能訓練認定柔道整復師の資格を有する会員を毎回３名派遣し、３０～４０名の一般 

参加者を対象に介護予防機能訓練を実施した。 

 

橿原市一歩会 

     ４/３ ４/１０ ４/１７ ４/２４ ５/１ ５/１５ ５/２２ ５/２９ ６/５ ６/１２ ６/１９ ６/２６  

     ７/３ ７/１０ ７/１７ ７/２４ ７//３１ ８/６ ８/２１ ８/２８ ９/４ ９/１１ ９/１８ ９/１８ ９/２５ 

     １０/２ １０/９ １０/１６ １０/２３ １０/３０ １１/６ １１/１３ １１/２０ １１/２７ １２/４ １２/１１ 

     １２/１８ １２/２５ １/１５ １/２２ １/２９ ２/５ ２/１２ ２/１９ ２/２６ ３/５ ３/１２ ３/１９ ３/２６ 

 

    県民相談事業 

   その他 

    救護班派遣事業、地域活動支援事業、介護予防機能訓練（介護予防事業等への支援）の事 

    業を通して、必要な機会に県民相談を実施した。 

 

 

２．県民の体位向上の啓発指導に資する事業 

教育、スポーツ等を通じて、青少年の心身の健全な発達に寄与することを目的として、以下の事業を行

っている。 

（１）少年柔道の奨励に関する事業 

教育、スポーツ等を通じて、青少年の心身の健全な発達に寄与することを目的として、以下の事業を

行っている。 

また、本事業においては、全日本柔道連盟、奈良県柔道連盟等において行われる、審判員講習

会、指導者養成講習会（公認指導者資格取得）等の受講により、ア．少年柔道大会等での審判員と



 

して、また、イ．少年柔道および中学生柔道への指導者派遣、並びに練習会の開催（少年柔道育成

事業）においての指導者として、より高い知識と技能を習得して事業にあたるものである。 

ア．少年柔道大会等の開催 

イ．少年柔道および中学生柔道への指導者派遣、並びに練習会の開催（少年柔道育成事業） 

（２）スポーツ大会の後援・協賛事業 

青少年の心身の健全な育成を目的に、奈良県内で行われる柔道をはじめとするスポーツ大会への

後援・協賛を行っている。 

ア．柔道大会後援・協賛 

イ．その他スポーツ大会後援・協賛 

  

 令和６年度では、次のとおり実施した。 

    （１）ア. 第７回奈良県知事杯争奪少年柔道大会 （令和６年６月１６日） 

            第３３回日整全国少年柔道大会・第１４回日整少年柔道形競技会（令和６年１１月１７日） 

イ. 近畿ブロック近畿少年柔道合同練習会 場所 ロート奈良第二武道場（兵庫県主管）（令

和６年９月２９日） 

 

収益事業１．奈良県柔道整復師協同組合の会館使用に関する事業 

 （１）会館使用料 

  令和６年度は、上記項目を事業計画どおりに実施した。 

 

 

その他事業１．会員の福祉増進及び相互扶助に関する事業 

１．本会の組織強化に関する事業 

（１）オリジナルマーク等の配布 

ア．ロゴマーク配布 

イ．その他ステッカー等の配布 

ウ．こども 110番 

（２）会員への表彰 

ア．本会は、奈良県知事表彰の受賞に該当するものを推薦 

イ．永年役員表彰 

ウ．永年業務表彰 

エ．その他 

（３）各種柔道大会への選手派遣 

ア．近畿ブロック柔道大会への選手派遣 

イ．日本柔道整復師会柔道大会への選手派遣 



 

 令和 6年度では、次のとおり実施した。 

 

   （１）オリジナルマーク等の配布に関する事業は、令和 6年度は実施していない。 

   （２）会員への表彰については、以下の通り行った。 

       奈良県知事表彰       前田貴史 

       奈良県労働局長表彰    該当者なし 

       永年役員表彰          青田雅弘、島田裕弘 

永年業務表彰          長尾真希 

       救護活動等に関する表彰   該当者なし  

 

   （３）ア.  近畿ブロック柔道大会（令和６年）（中止） 

          事前練習会（令和６年）（中止） 

イ. 日整全国柔道大会(令和６年) (中止) 

 

２．会員の福利厚生と生活の向上及び、相互扶助に関する事業 

（１）福利厚生と生活の向上に関する事業 

ア．人間ドック補助金 

イ．顧問弁護士、顧問税理士への相談 

ウ．本会員個々の法律相談や税務相談 

（２）相互扶助に関する事業 

ア．会員の冠婚葬祭に関する事業 

 

 令和６年度では、次のとおり実施した。 

 

  会員の福利厚生等については随時対応した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


